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お母さんの変声期 － 一人ひとりのよさを見逃さないように －

石 川 浩

「お母さんも声変わりする」そうです。お子さんが０歳から２歳くらいまでのお母さんは、どこ

からこんな声が出るのかと思うほど優しい声で話しかけています。ところが３歳を過ぎて、そろそ

ろ保育園・幼稚園という頃になると、急にお母さんの声が険しくとげとげしくなる。これが「お母

さんの変声」だそうです。

なぜそういう変わり方をするのでしょう？よその子のことが気になるからです。うちの子は遅れ

ているのではと心配になるからです。公園へ子どもを連れて遊びに行くと、同じような親子連れが

います。知らない人なのに「お子さん、おいくつですか」と聞かずにはいられません。「来月で満

３歳になります」「まぁ、そうですか…」と言いながらお母さんは心中穏やかでありません。『う

ちの子は３歳と３ヶ月なのに、あんな遊びはできない。大変！』と焦り、我が子に「しっかりなさ

い！あの子はあなたよりずっと小さいのに、もうあんな遊びができるじゃないの！」と叫ぶように

言います。お母さんの声変わりはこうして始まるのだというのです。

子どもは同じように見えても実に様々で、それぞれの育ち方をします。桜さんは春早々に花を咲

かせます。紫陽花さんは梅雨時でないと咲きません。いくら紫陽花さんのお母さんが焦っても、桜

さんと同じ時期に花をつけさせられません。自然な状態ではコスモスが花をつけるのは秋になって

からです。春よりあとから来る秋だからダメということはありません。秋に咲くからこそコスモス

のよさがあるのではないでしょうか。コスモスさんのお母さんはまちがっても「桜さんをご覧なさ

い、とっくに花を咲かせたじゃないの。それに比べてあなたは…」などと言ってはいけないのです。

「人皆に美しき種子あり」という安積得也さんの言葉があります。子供たちは一人ひとり、その

子を美しくする種子をもっています。ご家庭でも学校でも、その「美しき種子」をもっともっと大

切にしなければならないのだと思います。ともすると、よそのお子さんと比較して判断したり、一

時期の姿だけを見てレッテルをはってしまったりすることはないでしょうか。実生活の中でもそう

ですが、レッテルは、はることよりもはがす方が大変です。

極端な言い方になりますが、教育という仕事はレッテルをはがすことではないかとさえ思ってい

ます。ご家庭でも、我が子を「こうだ」「こうでなければならない」と決めつけないで、キラッと

光るところを見つめ、見つけてほしいと思っています。我が子ゆえに厳しくなる側面は当然あるも

のですが、時として、親の不用意な言葉や態度が子供の素直さをゆがめてしまうことがあるだけに、

よけいにそう思うのです。

６月は子どもたちに次の詩の暗唱に挑戦してもらいます。

わたしと小鳥とすずと
金子みすゞ

私が両手をひろげても、お空はちっとも飛べないが、

飛べる小鳥は私のように、地面（じべた）をはやくは走れない。

私が体をゆすっても、きれいな音はでないけど、

あの鳴る鈴は私のように、たくさんな唄は知らないよ。

鈴と、小鳥と、それから私、 みんなちがって、みんないい。

「美しき種子」を見つけるおまじないとして、お子さんと一緒に変声前の声で唱えてみてください。

日 曜日 主な学校行事 日 曜日 主な学校行事

１ 水 基礎T　登校指導　あじさい読書月間 16 木 特日　修学旅行　

２ 木 特日　 17 金 すくすくT　

３ 金 すくすくT 18 土

４ 土 19 日

５ 日 20 月 読書　代表委員会　教育相談

６ 月 読書　歯と口の健康週間　硬筆制作会 21 火 児童集会　クラブ

７ 火 全校朝会　内科検診（３・４・６年）　クラブ 22 水 基礎T　社会科見学（４年）

８ 水 基礎T　 23 木 特日　学校保健委員会

９ 木 特日 24 金 すくすくT　開校記念日

10 金 すくすくT 25 土

11 土 26 日

12 日 27 月 読書

13 月 読書 28 火 音読朝会　ふれあいT　 Let's study

14 火 栽培集会　委員会 29 水 北部教育事務所・深谷市教育委員会合同訪問　5時間授業

15 水 基礎T　6年修学旅行　親子ﾚｸ・ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ（3年） 30 木 特日　

５月 24･25 日に、５年生が林間学校（赤城青少年交流の家）に行ってき
ました。111 名全員が参加し、林間学校の最難関･地蔵岳登山に５年生は
全員で挑戦し、なんと全員が地蔵岳山頂に立つことができました。

深谷小学校では、やってもみずに｢どうせ無理｣と言わず、夢や目標に向かって挑戦できる子･努

力を重ねられる子を育てています。一人では難しいこともみんなと一緒ならできることがあります。

林間学校という行事を通して、５年生は困難な目標に挑戦し努力を重ねること、みんなで達成する

喜びを体験し、一回り大きくなって帰ってきてくれました。

深谷小学校は本年度｢深谷市コミュニティ･スクール｣の指定を受け｢学校･

家庭･地域が協働で児童を育成する教育活動の研究｣に取り組んでいます。

５月 31 日に第１回学校運営協議会を開催しました。学校施設や子供たちの様子を見ていただい
た後、校長から本年度の学校運営についての説明をしました。その後の意見交換では、学校や地域

の現状を踏まえ、地域が一体となって児童の健全育成に取り組むこれからの深谷小学校の方向性に

ついていろいろなご意見をいただくことができました。

５月 15日第 1回 PTA資源回収が行われました。
PTA 役員さんをはじめ、地域の皆様のおかげでた

くさんの資源が集まりました。早朝からご協力ありがとうございまし

た。、第 2回資源回収は 10月 16日です。よろしくお願いします。

６月の主な行事予定


